
鍵 盤 楽 器
J.S. バッハ  BACH, Johann Sebastian 

イタリア協奏曲 ヘ長調 BWV 971/ 原典版 /Scheideler 編 /
Derzhavina 運指
Italienisches Konzert BWV 971/Urtext/Ed.Scheideler/Fing.Derzhavina
1735 年、バッハは「クラヴィーア練習曲集 第 2 巻」としてフラン
ス風序曲とともにこのイタリア協奏曲を発表しました。この2 つ
の作品は、それぞれイタリアとフランスの様式を対比することを
意図しており、” 協奏曲” とは紛れもなくイタリアのソロ協奏曲を
表しています。すなわちチェンバロで弾くことを想定していて、
トゥッティと独奏のパッセージは、ピアノとフォルテで明示して
います。校訂者のシャイデラーは、このバッハの古典的傑作の
改訂にあたり、失われた自筆譜について興味深い結論を得るこ
とができる初期の写本も印刷譜に加えて評価をしています。
●ヘンレ社　
■ピアノ・ソロ（運指あり）
●注文番号 GYP01105609　●予定価格 1,980 円（10% 税込）
■ピアノ・ソロ（運指なし）
●注文番号 GYP01105611　●予定価格 1,980 円（10% 税込）

ブゾーニ  BUSONI, Ferruccio 

ソナチネ 第 2 番 / 原典版 /Schaper & Scheideler 編 /Harden 運指
Sonatina Seconda/Urtext/Ed.Schaper & Scheideler/Fing.Harden
2024 年は、ブゾーニ没後100 年となります。ブゾーニといえば
バッハの編曲作品で人気ですが、20 世紀初頭、ブゾーニが前
衛的な作曲家とみなされていたことはあまり知られていません。
シェーンベルクと同様に、彼は調性の境界を超えましたが、全
く異なる目標を追求し、各作品で新しい和声体系の実験を行っ
ていました。1912 年に出版されたこのソナチネ 第 2 番も例にも
れず、同時代の作曲家たちは、その幻想的で神秘的なキャラク
ターと、常に自然で、自発的で、直感的な印象を与える和声を
賞賛していました。ヘンレ原典版では、現存する3つの自筆譜
と初版本を調査することで、ようやくこれまでの多くの曖昧さ
を取り除くことができました。
●ヘンレ社　ピアノ・ソロ
●注文番号 GYP01105613　●予定価格 3,300 円（10% 税込）

ドヴォルザーク  DVORAK, Antonin 

組曲 イ長調 Op.98/ 原典版
Suite fur Klavier A-dur Op.98/Urtext
5楽章からなるピアノのための「組曲イ長調」は、交響曲第9 番「新
世界より」の大成功の直後、1894 年にニューヨークで完成しま
した。彼自身が自筆譜に記しているように、海外滞在中に作曲
した 5 番目の作品です。ジムロック社に宛てた手紙の中で、彼
はこの組曲を、「聖書の歌」と並んで、この分野での彼のこれま
での最高傑作と呼んでいます。この作品は同年ジムロック社か
ら出版され、12 月に初演されています。ドヴォルザークの自筆
譜を含む、現存するすべての資料を丹念に調査した結果、ベー
レンライター原典版では初版を主な資料として選んでいます。
●ベーレンライター社　ピアノ・ソロ
●注文番号 GYP01105705　●予定価格 3,410 円（10% 税込）

歌 曲
フォーレ  FAURE, Gabriel-Urbain

没後100 年記念ソングブック： 
声楽とピアノのための15 曲 /Howat & Kilpatrick 編
Gabriel Faure Centenary Songbook: 15 Songs for voice and piano
フォーレ没後100 年を記念して、ペータース社より記念曲集が
出版されました。美しく人気のある15曲が収載されています。
この曲集の音楽テキストは、4 巻からなる批判校訂版『ガブリエ
ル・フォーレ - 歌曲全集』に基づいています。作品の簡単な紹介
文と詩の翻訳（英／独／仏）付き。

［曲目］Mai／Lydia／Après un rêve／Nell／Les berceaux／Le 
secret／Les roses d’ Ispahan／Clair de lune／Mandoline／La 
lune blanche／Prison／Arpège／Exaucement／Danseuse／Diane, 
Séléné／付録：Vocalise in F minor

●ペータース社　
■高声用
●注文番号 GYC01105489　●予定価格 4,620 円（10% 税込）
■中声用
●注文番号 GYC01105490　●予定価格 4,620 円（10% 税込）

弦 楽 器

チェロ・スタディ - テクニック向上のための120 の意欲を高めるエチュード/
Mohrs & Ellis 編 : オーディオ・オンライン・アクセスコード付
Cello Studies - 120 Motivating Etudes for the Development of Cello Technique
人気シリーズ "Cellissimo"の新刊には、楽しく弾ける100 以上の
美しいエチュードが収録されており、さらに、第 2チェロパート
またはピアノ伴奏パートが多数付いているので、エチュードでも
アンサンブルを楽しめます。ウォーミングアップ、第1-4ポジショ
ンでの演奏、アルペジオ、移弦、ボウイング・テクニック、第
5-7ポジションなど、必要に応じて項目を選択して練習できま
す。ブルース、スウィング、ラテン、3連符、シンコペーション、
スライドなどのポピュラーな奏法もカバー。Amanti、Bréval、
Dotzauer、Feuillard、Koeppen、Kummer、Lee、Susanne 
Paul、Popper、Romberg など、定番チェロ・エチュードが詰まっ
た一冊です。
●ショット・ミュージック社　チェロ教本・練習曲
●注文番号 GYS01105444　●予定価格 5,170 円（10% 税込）

管 楽 器
シャイユー  CHAILLEUX, Andre 

アンダンテとアレグロ
Andante et Allegro pour saxophone alto avec accompagnement de piano
パリ・コンセルヴァトワールを卒業した作曲家でもありオルガニ
ストのアンドレ・シャイユー（1904-1984）は、1958 年にアルト・
サクソフォンとピアノのための「アンダンテとアレグロ」を作曲し
ました。フレージングのセンス、運指の巧みさ、アーティキュレー
ションと、上達するために必要な要素をすべて備えた中難度の
作品です。アルト・サクソフォンのための作品としては、サクソ
フォン奏者の教育学的レパートリーの中でその地位を確立して
おり、何世代にもわたり親しまれてきました。
●ルデュック社　サクソフォンとピアノ
●注文番号 GYW01105704　●予定価格 4,840 円（10% 税込）

ス コ ア
クーナウ  KUHNAU, Johann

カンタータ「主よ、あなたの天国を讃えます」/ 原典版 /Erler 編
Lobet, ihr Himmel, den Herrn/Urtext/Ed. Erler: Partitur
昇天祭のために書かれたこのカンタータは、具体的な作曲年代
は残っていないものの、声楽が 4 部構成であることから、クー
ナウの比較的後期の作品と推測されます。また、現存するカン
タータの中で唯一、内部にシンフォニアがあり、オラトリオ的な
キャラクターもあります。これはクーナウによる「昇天オラトリ
オ」の一種であり、ヨハン・セバスティアン・バッハの「昇天オラ
トリオ」BWV 11と類似点があると思われます。マニフィカトと
同様のライプツィヒの伝統的な演奏法を示しているのかもしれ
ません。演奏譜の販売もあり。
●ブライトコプフ社　指揮者用大型スコア
●注文番号 GYA01105708　●予定価格 8,360 円（10% 税込）

エルガー  ELGAR, Edward 

行進曲「威風堂々」 Op.39 第1番 - 第5番 : スタディ・スコア(HPS905)
Pomp and Circumstance Marches Op.39 Nos.1-5: Study Score(HPS905)
エルガーが完成させた 5曲の行進曲集がホークス・ポケット・
スコア・シリーズ(HPS) の復刻版として出版されました！原題の 
"Pomp and Circumstance" は、シェイクスピアの戯曲「オセロ」
のセリフからのものです。第1番が人気ですが、みなさんご存
じの旋律はイギリスでは「希望と栄光の国」と呼ばれてイギリス
第 2の国家として親しまれています。この機会に是非他の曲に
も触れてみてください。
●ブージー & ホークス社　スタディ・スコア
●注文番号 GYA01105699　●予定価格 6,930 円（10% 税込）

◆ 輸入楽譜をご注文いただく前に ◆
● �輸入楽譜の価格は、為替レートの変動や出版元の定価改定、重版などの理由により常に変動いたしますので、

予めご了承ください。
● �商品は弊社国内在庫品を除き海外発注となります。納期は当サイトの各商品情報にてご確認ください。
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September今月のおすすめ輸入楽譜	 株式会社ヤマハミュージックエンタテインメントホールディングス　ミュージックメディア部
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●本誌に掲載されている輸入楽譜の価格はいずれも2024年8月現在のものであり、為替の変動などにより予告なく変更されることがありますのでご了承ください。
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The new
ケッヘル目録 
2024年新版 

原点への回帰： 
新ケッヘル目録 

 国際的なモーツァルト研究の最新の 
成果に基づいています。

 元々のケッヘルによるナンバリングに回帰。
 これまでの版では欠けていた、あるいは 

ほとんど言及のなかった断片や消失した 
作品を、主部のK. 627以降に90以上 
新たに収録。

 付録も新たに再編され、モーツァルトに 
よる編曲、カデンツァや習作、また偽作に 
ついての情報がまとめられています。

 主題一覧、多数の索引と広範囲にわたる 
文献目録でより使いやすく。 

W. A. モーツァルト音楽作品主題目録
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KV Kolumne links

KV 419    „No, che non sei capace“
Arie für Sopran und Orchester

Datierung: Wien, um den 21. Juni 1783. Erstaufführung: Wien/Burgtheater, 30. Juni 1783. Siehe KV 418. 
Text: Dichtung eines unbekannten Verfassers als Einlage in Il curioso indiscreto (II/7) in der Vertonung 
von Pasquale Anfossi; siehe KV 178. Erstdruck: Wien: Kurzböck, 1783 (Sartori 7005), S. 102. Faksi-
mile: Warburton V. 
Besetzung: S, 2 Ob, 2 Cor, 2 Tr, Timp, 2 Vl, 2 Va, Basso. 
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Autograph: Unbekannt.
Skizzen und Entwürfe: Skb 1783d/3–4: US-STu, MLM 767 (1950). Sammelhandschrift (siehe KV 
178), fol. 1v. Faksimile: NMA II/7/3, S. XXIII; Faksimile und Übertragung: NMA X/30/3; Ausgabe: 
NMA II/7/3, S. 215 (nur Skb 1783d/4).
Abschriften: 
a) A-Wgm, IV 7751 (Q 1812). Partitur (ohne Timp), Wien, um 1791: „No 4.“ [daneben:] „Del Sigℓ. 
Wolg. [sic] Amad. Mozzart.“ Zusammen mit Einzelnummern aus Giovanni Paisiello, Fedra.
b) D-B, Mus. ms. 15184/1 (1879). Partitur, Prag (Schreiber: vermutlich Franz Xaver Niemetschek), um 
1800: „Aria | /: Nò, che non sei capace :/ | da | 2: Violini | […] | e | Basso | Del Sigℓre W. A. Mozart.“ 
Provenienz: AF.
c) H-Bn, IV 440. 5 Stimmen (nur Singstimme, Vl I, Vl II, Basso, Org), Österreich oder Ungarn, um 
1800: „Aria in B. | Soprano Solo. | […] | Organo e Basso. | Del Sigℓ: Mozart.“ (zusätzlich mit lateini-
schem Text „Iam sol recedit igneus“).
d) S-Skma, SO-R, Oxenstirna saml. Partitur, um 1800: „Scena ed Aria. | Del Sigre Mozart“.
Ausgaben: AMA VI/26; NMA II/7/3, S. 37–50.
Erstausgabe im Klavierauszug und in Stimmen: Offenbach: André, [1798], PN 1162: Scena ed aria del 
Signore Mozart (RISM M 5274) [Scelta di scene, duetti ed arie posti in musica dei piu celebri maestri, 
Nr. 22; zusätzlich mit deutschem Text „Nein, nein, dem Ruf der wahren Ehre“].
Weitere Ausgaben: Leipzig: Breitkopf & Härtel: Operngesaenge, Nr. 10, [1805] (Klavierauszug) bzw. 
[1808] (Stimmen) [zusätzlich mit deutschem Text „Nein, Treue darf nicht wanken“].
Kommentar: Die Arie KV 419 ist wie KV 418 als Ersatz- bzw. Einlagearie für Aloisia Lange bestimmt, 
die die Rolle der CLORINDA in der Wiener Produktion von Pasquale Anfossis Il curioso indiscreto über-
nommen hatte. Aus WAMs Brief vom 2. Juli 1783 (BD 754) geht hervor, dass bei der Erstaufführung 
der Oper am 30. Juni 1783 nur die von ihm neu komponierten Arien gefielen, „und die 2:te, welche eine 
Bravour arie ist, musste wiederhollet werden.“ Der Text zu KV 419 findet sich in Anfossis originalem 
Libretto nicht, sondern wurde in II/7 eigens eingefügt. 
Skb 1783d enthält eine einstimmige Verlaufsskizze für die Takte 1–28 (Skb 1783d/3) und eine zwei-
stimmige Detailskizze für die Takte 93–97 (Skb 1783d/4). Die Angaben „N:ro 3“ und „Skizze einer
Sopran=Arie.“ auf Skb 1783d stammen von AF.
Abschrift a) steht vermutlich mit der Aufführung von Auszügen aus Fedra von Giovanni Paisiello (erst-
mals aufgeführt Neapel 1788; Sartori 9976) bei Benefizkonzerten der Wiener Tonkünstler-Societät am 
16. und 17. April 1791 in Zusammenhang. Die Arie, die hier ARICIA zugewiesen ist, wird dabei durch 
ein Accompagnato-Rezitativ „Ah da me s’allontani“ KV ### zweifelhafter Echtheit eingeleitet. Aus 
dem Anschlagzettel (Dok, S. 345) und dem zu dieser Gelegenheit gedruckten Textbuch – Diverse scene 
estratte dalla Fedra (Wien: Grosser, 1791; Sartori 8048) – geht explizit hervor, dass die von Aloisia
Lange gesungene Arie von WAM stammte.
Dokumente: BD 754; Dok, S. 192–193, 344–345, 416. Siehe auch KV 418. 
Literatur: Robinson, Paisiello 1991/94; Konrad, Werkstattmaterial 1995; Edge, Attributing Mozart
2001. Siehe auch KV 418. 
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KV Kolumne rechts

KV 420    „Per pietà non ricercate“
Rondò für Tenor und Orchester

Datierung: Datiert Wien, 21. Juni 1783. 
Text: Dichtung eines unbekannten Verfassers als Einlage in Il curioso indiscreto (II/4) in der Vertonung 
von Pasquale Anfossi; siehe KV 178. Erstdruck: Wien: Kurzböck, 1783 (Sartori 7005), S. 84 ff. Faksi-
mile: Warburton V.
Besetzung: T, 2 Clar, 2 Fg, 2 Cor, 2 Vl, 2 Va, Basso. 
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Autograph: PL-Kj, Mus. ms. autogr. W. A. Mozart 420 (1946). 11 Bl. (12-zeilig; WZ Nr. 56, 62, 66) 
mit 21 beschriebenen Seiten: „per il Sig:re Adamberger. | //Rondò//“ [daneben:] „di Wolfgango Amadeo 
Mozart [mit Manu-propria-Kürzel] a Viena li | 21 di giunio | 1783“. Mit Vermerk „Il Curioso indiscreto. 
Atto 2:do“ (WAM).
Provenienz: Nachlass WAM _ André (1800) _ CAA (1854, nachweisbar 1860) _ Berlin/Königliche 
Bibliothek (1873). 
Skizzen und Entwürfe: 
Skb 1783d/2a–b: US-STu, MLM 767 (1950). Sammelhandschrift (siehe KV 178), fol. 1v. Faksimile: 
NMA II/7/3, S. XXIII; Faksimile und Übertragung: NMA X/30/3; Ausgabe: NMA II/7/3, S. 215.
Abschriften: 
a) A-Wgm, VI 7356 (Q 7363). Partitur, Wien, um 1790.
b) D-B, Mus. ms. 15184/10 (1934). Partitur, Wien (Schreiber: Traeg), um 1785: „Rondo. di W. A. Mozart 
| Il Curioso indiscreto“. Provenienz: AF.
Ausgaben: AMA VI/27 (auf Grundlage des Autographs); NMA II/7/3, S. 51–66 (nicht auf Grundlage 
des Autographs).
Erstausgabe im Klavierauszug und in Stimmen: Offenbach: André, [1795], PN 819: Rondo del Signore 
Mozart (RISM M 5281) [Scelta di scene, duetti ed arie posti in musica dei piu celebri maestri, Nr. 10;
zusätzlich mit deutschem Text „Lass mir meinen stummen Jammer“].
Erstausgabe in Partitur: Leipzig: Breitkopf & Härtel, [1862], PN 10354: Aria für Tenor (RISM deest; 
Exemplar in A-Wn) [Arien mit Begleitung des Orchesters, Nr. 8; zusätzlich mit deutschem Text].
Weitere Ausgaben im Klavierauszug und in Stimmen: Leipzig: Breitkopf & Härtel, [1805]: Opern-
gesaenge, Nr. 8 (zusätzlich mit deutschem Text „Lass mir meinen stillen Kummer“).
Kommentar: Aus WAMs Briefen vom 21. Juni und 2. Juli 1783 (BD 753 und 754) geht hervor, dass das 
Rondò KV 420 für Valentin Adamberger bestimmt war, der die Rolle IL CONTE in der Wiener Produktion 
von Pasquale Anfossis Il curioso indiscreto übernommen hatte. Gegenüber Anfossis originalem Text
(Rom 1777; Sartori 6987) ist die Arie in der Wiener Fassung gekürzt: Nur der erste Teil wurde unver-
ändert übernommen, der zweite Teil entfiel, und der ursprüngliche dritte Teil wurde mit Ausnahme der 
Schlusszeile neu geschrieben. Der Text erscheint in dieser Form im gedruckten Wiener Libretto, wo aber 
ein Vermerk auf WAMs Autorschaft analog zu KV 418 und KV 419 fehlt. Adamberger sang allerdings, 
wie WAM am 2. Juli (BD 754) berichtet, aufgrund einer Intrige, hinter der er Salieri vermutete, bei der 
Premiere am 30. Juni 1783 Anfossis Originalkomposition; WAM kündigte in seinem Brief an, das Rondò 
Adamberger nun nicht mehr geben zu wollen. 
Skb 1783d enthält zwei untextierte einstimmige Verlaufsskizzen zu KV 420; die erste entspricht den 
Takten 13–26 (Skb 1783d/2a), die zweite den Takten 13–43 des Entwurfs (Skb 1783d/2b). Die Angaben 
„N:o 2.“ und „Skizze einer Tenor=Arie für HH: Adamberger geschrieben.“ auf Skb 1783d stammen
von AF. Abschrift b) enthält Auszierungen für die Schlusstakte der Singstimme (T. 163–166), deren
Autorisierung unbekannt ist (Ausgabe: NMA II/7/3, S. 66). KV 420 war im frühen 19. Jahrhundert mit 
verschiedenen lateinischen Parodietexten als Offertorium weit verbreitet. Siehe auch KV 418.
Dokumente: Siehe KV 418.
Literatur: Konrad, Werkstattmaterial 1995. Siehe auch KV 418.
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●本誌に掲載されている輸入楽譜の価格はいずれも2024年8月現在のものであり、為替の変動などにより予告なく変更されることがありますのでご了承ください。
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